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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　０．６ｍｍ～３０ｍｍの範囲に粒子寸法を有する水溶性担体、水溶性ポリマー、布地ケ
ア化合物および香料を含んでなる、固体状布地ケア組成物であって、
　該水溶性担体の粒子は、
　１）水溶性ポリマー、布地ケア化合物および香料の溶融体により少なくとも部分的に被
覆されているか、
　２）布地ケア化合物で被覆され、被覆された水溶性担体粒子が水溶性ポリマーおよび香
料の溶融体により少なくとも部分的に被覆されているか、または、
　３）水溶性ポリマーおよび香料の溶融体の少なくとも部分的な被覆を有し、水溶性担体
の被覆、または被覆領域および非被覆領域が、布地ケア化合物で少なくとも部分的に被覆
されている、固体状布地ケア組成物。
【請求項２】
　水溶性担体が、無機アルカリ金属塩、有機アルカリ金属塩、無機アルカリ土類金属塩、
有機アルカリ土類金属塩、有機酸、炭水化物、ケイ酸塩、尿素およびそれらの混合物を含
んでなる群から選択される、請求項１に記載の固体状布地ケア組成物。
【請求項３】
　固体状布地ケア組成物が５０重量％～９９重量％、好ましくは７５重量％～９５重量％
の水溶性担体を含有する、請求項１または２に記載の固体状布地ケア組成物。
【請求項４】
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　布地ケア化合物が、布地柔軟化化合物、漂白剤、漂白活性剤、酵素、シリコーン油、再
付着防止剤、蛍光増白剤、グレーイング阻害剤、収縮阻害剤、しわ防止剤、色移り阻害剤
、抗菌活性成分、殺菌剤、殺真菌剤、酸化防止剤、帯電防止剤、アイロン助剤、防水剤お
よび含浸剤、膨潤剤および滑り防止剤、紫外線吸収剤およびそれらの混合物から選択され
る、請求項１～３のいずれかに記載の固体状布地ケア組成物。
【請求項５】
　布地ケア化合物が布地柔軟化化合物である、請求項１～４のいずれかに記載の固体状布
地ケア組成物。
【請求項６】
　布地柔軟化化合物がポリシロキサン、布地柔軟化クレイ、カチオン性ポリマーおよびそ
れらの混合物から選択される、請求項５に記載の固体状布地ケア組成物。
【請求項７】
　水溶性ポリマーが４８℃～３００℃の範囲、好ましくは４８℃～１００℃の範囲に融点
または軟化点を有する、請求項１～６のいずれかに記載の固体状布地ケア組成物。
【請求項８】
　水溶性ポリマーがポリアルキレングリコール、ポリエチレンテレフタレート、ポリビニ
ルアルコールおよびそれらの混合物から選択される、請求項１～７のいずれかに記載の固
体状布地ケア組成物。
【請求項９】
　香料の量が０．１重量％～２０重量％、好ましくは１重量％～１０重量％、特に好まし
くは２重量％～７重量％である、請求項１～８のいずれかに記載の固体状布地ケア組成物
。
【請求項１０】
　水溶性担体が０．８ｍｍ～７ｍｍ、好ましくは１ｍｍ～３ｍｍの範囲に粒子寸法を有す
る、請求項１に記載の固体状布地ケア組成物。
【請求項１１】
　固体状布地ケア組成物が、更に、好ましくは、染料、香料、充填材、パール光沢剤、ス
キンケア化合物およびそれらの混合物を含んでなる群から選択される成分を含有する、請
求項１～１０のいずれかに記載の固体状布地ケア組成物。
【請求項１２】
　布地をコンディショニングするための請求項１～１１のいずれかに記載の固体状布地ケ
ア組成物の使用。
【請求項１３】
　水溶性ポリマーを溶融し、溶融状態で布地ケア化合物および香料と混合し、粒状担体が
少なくとも部分的に被覆されるように粒状担体に適用する、粒状水溶性担体、水溶性ポリ
マー、布地ケア化合物および香料を含んでなる固体状布地ケア組成物の製造方法。
【請求項１４】
　水溶性担体を布地ケア化合物で被覆し、水溶性ポリマーを溶融し、溶融状態で香料と混
合し、被覆された粒状担体が少なくとも部分的に被覆されるように、得られた溶融体を被
覆された粒状担体に適用する、粒状水溶性担体、水溶性ポリマー、布地ケア化合物および
香料を含んでなる固体状布地ケア組成物の製造方法。
【請求項１５】
　水溶性ポリマーを溶融し、溶融状態で香料と混合し、粒状担体が少なくとも部分的に被
覆されるように、得られた溶融体を粒状担体に適用し、少なくとも部分的に被覆された粒
状担体を布地ケア化合物で被覆する、粒状水溶性担体、水溶性ポリマー、布地ケア化合物
および香料を含んでなる固体状布地ケア組成物の製造方法。
【請求項１６】
　請求項１～１１のいずれかに記載の固体状布地ケア組成物を含んでなる洗剤または洗浄
剤。
【請求項１７】
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　布地を洗浄およびコンディショニングするための請求項１６に記載の洗剤または洗浄剤
の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固体状布地ケア組成物並びにその使用および製造方法に関する。また、本発
明は、固体状布地ケア組成物を含有する洗剤または洗浄剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　繰り返し洗うことによって、布地はしばしば硬くなり、柔軟性を失う。布地の柔軟性／
しなやかさを回復するため、好ましい芳香を布地に与えるため、および／または布地の帯
電防止特性を改善するため、実際の洗濯工程および洗浄工程の後、続く濯ぎ工程において
、布地を布地柔軟剤で処理する。
【０００３】
　市販の布地柔軟剤のほとんどは、主な活性成分として、１つの分子内に１個または２個
の長鎖アルキル基を有するカチオン性布地柔軟化化合物を含んでなる水性組成物である。
広く使用されているカチオン性布地柔軟化化合物は、例えば、メチル－Ｎ－（２－ヒドロ
キシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジ（獣脂アシルオキシエチル）アンモニウム化合物、メチル－Ｎ
－（２－ヒドロキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジ（獣脂アシルオキシエチル）アンモニウム化合
物またはＮ，Ｎ－ジメチル－Ｎ，Ｎ－ジ（獣脂アシルオキシエチル）アンモニウム化合物
を包含する。
【０００４】
　カチオン性布地柔軟化化合物の故に、これら従来の布地柔軟剤組成物を、実際の洗い工
程または洗浄工程において洗剤または洗浄剤と同時に使用することはできない。なぜなら
、カチオン性布地柔軟化化合物は、洗剤または洗浄剤のアニオン性界面活性剤と、望まし
くない相互作用を示すからである。従って、更なる濯ぎ工程が必要であるが、これは、時
間およびエネルギーを要する。
【０００５】
　もう１つの欠点は、従来の布地柔軟剤は、濯ぎ工程の間、洗濯物上への石灰残渣の堆積
を防げないことである。更に、従来の柔軟剤はしばしば、洗濯機の洗剤ディスペンサーに
見た目の悪い堆積物を残す。
【０００６】
　別の布地ケア化合物を用いると、例えば、独立した投入および／または独立した濯ぎサ
イクルを要するといった問題も生じ得る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従って、本発明の目的の１つは、洗剤または洗浄剤と一緒に主要な洗いサイクルで使用
できる布地ケア組成物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的は、水溶性担体、水溶性ポリマー、布地ケア化合物および香料を含んでなる固
体状布地ケア組成物によって達成される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　このような布地ケア組成物では、混合不可能なものは別々にすることができる。
【００１０】
　また、布地ケア化合物および香料が、洗い工程の開始直後に、洗濯物まで早くも運ばれ
、従って、それらの潜在能力の全てを発揮できることは有利である。更に、ボトルの貯蔵
時に基材上に輪を生じ得るかまたはクロージャー領域に見た目の悪い堆積物を生じ得る液
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滴が、ボトルの縁に残らないので、この固体状組成物は液体状組成物より容易に、そして
良好に扱われる。同じことは、投入中に組成物の一部を不注意でこぼす場合にもあてはま
る。こぼした組成物を、より容易に、そしてきれいに除去することもできる。
【００１１】
　水溶性担体は、無機アルカリ金属塩、有機アルカリ金属塩、無機アルカリ土類金属塩、
有機アルカリ土類金属塩、有機酸、炭水化物、ケイ酸塩、尿素およびそれらの混合物を含
んでなる群から選択されることが好ましい。
【００１２】
　これらの材料は、安価なだけでなく、水に極めてよく溶ける。更に、これらの材料は、
中立の香りを有する。
【００１３】
　固体状布地ケア組成物が５０重量％～９９重量％、好ましくは７５重量％～９５重量％
の水溶性担体を含有することが有利である。
【００１４】
　また、布地ケアが、布地柔軟化化合物、漂白剤、漂白活性剤、酵素、シリコーン油、再
付着防止剤、蛍光増白剤、グレーイング阻害剤、収縮阻害剤、しわ防止剤、色移り阻害剤
、抗菌活性成分、殺菌剤、殺真菌剤、酸化防止剤、帯電防止剤、アイロン助剤、防水剤お
よび含浸剤、膨潤剤および滑り防止剤、紫外線吸収剤およびそれらの混合物から選択され
ることが好ましい。
【００１５】
　布地ケア化合物は、布地柔軟化化合物であることが特に好ましい。布地柔軟化化合物が
、ポリシロキサン、布地柔軟化クレイ、カチオン性ポリマーおよびそれらの混合物から選
択されることが極めて特に好ましい。
【００１６】
　このような布地柔軟剤は、自動洗い工程または自動洗浄工程の主要な洗いサイクルで使
用できる。布地ケア組成物は、洗剤または洗浄剤と一緒に、洗濯機の槽または洗剤ディス
ペンサーに添加できる。これは、追加の濯ぎサイクルが不要であり、洗剤ディスペンサー
に見た目の悪い堆積物が存在しないという利点を有する。
【００１７】
　布地ケア組成物における布地ケア化合物としてのポリシロキサンおよび／またはカチオ
ン性ポリマーの使用は、有利である。なぜなら、これらは、柔軟化効果を有するだけでな
く、洗濯物の香りの印象を増すからである。布地ケア組成物への布地ケア化合物としての
柔軟化クレイの使用は、有利である。なぜなら、それらは更に、水を軟化する効果を有し
、従って、洗濯物上の石灰堆積物を防ぐことができるからである。最適な効果を達成する
ため、布地ケア組成物が、少なくとも２種の布地ケア化合物の組み合わせを含有すること
が好ましい場合もある。
【００１８】
　水溶性ポリマーが、４８℃～３００℃の範囲、好ましくは４８℃～１００℃の範囲に融
点または軟化点を有することが好適である。また、水溶性ポリマーが、ポリアルキレング
リコール、ポリエチレンテレフタレート、ポリビニルアルコールおよびそれらの混合物か
ら選択されることが好ましい。これらの水溶性ポリマーは、バインダーとして機能する。
【００１９】
　好ましい態様では、布地ケア組成物は、０．１重量％～２０重量％、好ましくは１重量
％～１０重量％、特に好ましくは２重量％～７重量％の香料を含有する。
【００２０】
　布地ケア化合物として第四級アンモニウム化合物を含んでなる従来の液体状布地柔軟剤
組成物では、より高い香料濃度（通常の布地柔軟剤組成物では０．４重量％超の香料、濃
縮された布地柔軟剤組成物では１重量％以上の香料）で、組成物の安定性に関して問題が
生じる。本発明の布地ケア組成物では、より多量（１重量％以上）の香料を問題なく配合
することができる。
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【００２１】
　水溶性担体が、粒状で存在し、水溶性ポリマー、布地ケア化合物および香料の被覆を少
なくとも部分的に有することが特に好ましい。
【００２２】
　代替ではあるが特に好ましくもある態様では、水溶性担体は、粒状で存在し、布地ケア
化合物で被覆されている。更に、被覆された水溶性担体は、水溶性ポリマーおよび香料の
被覆を少なくとも部分的に有する。
【００２３】
　このように、例えば被覆の組成を変えるだけでよいので、異なった布地ケア組成物を、
容易かつ迅速に得ることができる。
【００２４】
　もう１つの代替の態様では、水溶性担体は粒状で存在し、水溶性ポリマーおよび香料の
少なくとも部分的な被覆を有し、水溶性担体の被覆、または被覆領域および非被覆領域は
、布地ケア化合物で少なくとも部分的に被覆されている。
【００２５】
　３つの態様の全てにおいて、水溶性担体が、０．６ｍｍ～３０ｍｍ、特に０．８ｍｍ～
７ｍｍ、特に好ましくは１ｍｍ～３ｍｍの範囲に粒子寸法を有することが特に好適である
。
【００２６】
　０．８ｍｍ～７ｍｍの範囲、特に好ましくは１ｍｍ～３ｍｍの範囲に粒子寸法を有する
布地ケア組成物が、特に良好に、目的に応じて投入できる。
【００２７】
　布地ケア組成物の技術的利用特性および／または審美的特性を改善するため、布地ケア
組成物は更に、好ましくは、染料、香料、充填材、パール光沢剤、スキンケア化合物およ
びそれらの混合物を含んでなる群から選択される成分を含有してもよい。
【００２８】
　本発明はまた、布地をコンディショニングするための本発明の固体状布地ケア組成物の
使用に関する。
【００２９】
　更に、本発明は、水溶性ポリマーを溶融し、次いで溶融状態で布地ケア化合物および香
料と混合し、そして粒状担体が少なくとも部分的に被覆されるように粒状担体に添加する
ことによる、粒状水溶性担体、水溶性ポリマー、布地ケア化合物および香料を含んでなる
固体状布地ケア組成物の製造方法に関する。
【００３０】
　本発明はまた、水溶性担体を布地ケア化合物で被覆し、水溶性ポリマーを溶融し、次い
で溶融状態で香料と混合し、被覆された粒状担体が少なくとも部分的に被覆されるように
、得られた溶融体を被覆された粒状担体に適用することによる、粒状水溶性担体、水溶性
ポリマー、布地ケア化合物および香料を含んでなる固体状布地ケア組成物の製造方法に関
する。
【００３１】
　更に、本発明は、水溶性ポリマーを溶融し、溶融状態で香料と混合し、粒状担体が少な
くとも部分的に被覆されるように、得られた溶融体を粒状担体に適用し、少なくとも部分
的に被覆された粒状担体を布地ケア化合物で被覆することによる、粒状水溶性担体、水溶
性ポリマー、布地ケア化合物および香料を含んでなる固体状布地ケア組成物の製造方法に
関する。
【００３２】
　また、本発明は、本発明の固体状布地ケア組成物を含んでなる洗剤または洗浄剤に関す
る。
【００３３】
　本発明の布地ケア組成物を洗剤または洗浄剤に添加することによって、使用者は、布地
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ケア洗剤または布地ケア洗浄剤（２－イン－１洗剤または洗浄剤）を入手でき、２種類の
剤を投入する必要がなくなる。例えば、布地柔軟化組成物を洗剤または洗浄剤に添加する
場合、使用者は、布地柔軟化洗剤または布地柔軟化洗浄剤（２－イン－１洗剤または洗浄
剤）を入手でき、２種類の剤（洗剤または洗浄剤および布地柔軟剤）を投入する必要がな
く、独立した濯ぎサイクルを行う必要もない。
【００３４】
　更に、洗剤または洗浄剤および布地ケア組成物を芳香付けする必要はない。代わりに、
２種類の剤のうち１種類だけ、好ましくは布地ケア組成物を芳香付けする必要がある。こ
れは、コストを下げるだけでなく、敏感肌を有する消費者および／またはアレルギーがあ
る消費者にとって有利でもある。
【００３５】
　本発明を、特に例に基づいて以下により詳細に記載する。
【００３６】
　固体状布地ケア組成物は、必須成分として、水溶性担体、水溶性ポリマー、布地ケア化
合物および香料を含有する。
【００３７】
　布地ケア組成物の必須成分は水溶性担体である。これは、好ましくは、例えば、塩化ナ
トリウム、塩化カリウム、硫酸ナトリウム、炭酸ナトリウム、硫酸カリウム、炭酸カリウ
ム、重炭酸ナトリウム、重炭酸カリウムのような無機アルカリ金属塩或いはそれらの混合
物、例えば、酢酸ナトリウム、酢酸カリウム、クエン酸ナトリウム、酒石酸ナトリウムま
たは酒石酸カリウムナトリウムのような有機アルカリ金属塩、例えば、塩化カルシウムま
たは塩化マグネシウムのような無機アルカリ土類金属塩、例えば乳酸カルシウムのような
有機アルカリ土類金属塩、炭水化物、例えばクエン酸または酒石酸のような有機酸、例え
ば、水ガラス、ケイ酸ナトリウムまたはケイ酸カリウムのようなケイ酸塩、尿素、および
それらの混合物を包含する。水溶性担体は、特に、デキストロース、フルクトース、ガラ
クトース、イソグルコース、グルコース、スクロース、ラフィノース、イソマルト、およ
びそれらの混合物を含んでなる群から選択される炭水化物を包含し得る。使用される炭水
化物は、例えば、氷砂糖またはザラメ糖であり得る。
【００３８】
　水溶性担体は、上記材料の混合物も包含し得る。
【００３９】
　水溶性担体が、粒状であり、０．６ｍｍ～３０ｍｍ、特に０．８ｍｍ～７ｍｍ、とりわ
け１ｍｍ～３ｍｍの範囲に粒子寸法を有することが好ましい。
【００４０】
　本発明の布地ケア化合物は、それで処理される布地に、布地柔軟化効果、しわ防止効果
のような有利な効果を与え、および／または洗浄および／またはコンディショニングおよ
び／または着用時に生じ得る弊害または悪影響（例えば退色、グレーイングなど）を低減
する、あらゆる化合物であると理解される。
【００４１】
　布地ケア化合物は、例えば、布地柔軟化化合物、漂白剤、漂白活性剤、酵素、シリコー
ン油、再付着防止剤、蛍光増白剤、グレーイング阻害剤、収縮阻害剤、しわ防止剤、色移
り阻害剤、抗菌活性成分、殺菌剤、殺真菌剤、酸化防止剤、帯電防止剤、アイロン助剤、
防水剤および含浸剤、膨潤剤および滑り防止剤、紫外線吸収剤およびそれらの混合物を包
含し得る。これらの布地ケア化合物の特定の例は、本発明の洗剤または洗浄剤の記載に見
出すことができ、固体状布地ケア組成物に使用することもできる。
【００４２】
　布地ケア化合物は、好ましくは布地柔軟化化合物であり、例えば、ポリシロキサン、布
地柔軟化クレイ、カチオン性ポリマー、またはこれら布地ケア化合物の少なくとも２種の
混合物である。従って、布地ケア組成物は、好ましくは布地柔軟化組成物である。
【００４３】
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　本発明で使用され得る好ましいポリシロキサンは、少なくとも以下の構造単位：
【化１】

［式中、Ｒ１は、相互に独立に、Ｃ１～Ｃ３０アルキル、好ましくはＣ１～Ｃ４アルキル
、特にメチルまたはエチルであり、
ｎは、１～５０００、好ましくは１０～２５００、特に１００～１５００である。］
を有する。
【００４４】
　また、ポリシロキサンが、以下の構造単位：

【化２】

［式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ３０アルキル、好ましくはＣ１～Ｃ４アルキル、特にメチルま
たはエチルであり、
Ｙは、場合により置換されていてもよい直鎖または分枝Ｃ１～Ｃ２０アルキレン、好まし
くは－（ＣＨ２）ｍ－（ここで、ｍは１～１６、好ましくは１～８、特に２～４、とりわ
け３である。）であり、
Ｒ２、Ｒ３は、相互に独立に、Ｈ、或いは場合により置換されていてもよい直鎖または分
枝Ｃ１～Ｃ３０アルキル、或いは好ましくはアミノ基で置換されているＣ１～Ｃ３０アル
キル、特に好ましくは－（ＣＨ２）ｂ－ＮＨ２（ここで、ｂは１～１０、特に好ましくは
２である。）であり、
ｘは、１～５０００、好ましくは１０～２５００、特に１００～１５００である。］
を有することが好ましいこともある。
【００４５】
　ポリシロキサンが、Ｒ１がメチルである構造単位ａ）のみを有するならば、それはポリ
ジメチルシロキサンである。ポリジメチルポリシロキサンは、有効な布地ケア化合物であ
ることが知られている。
【００４６】
　適当なポリジメチルシロキサンは、DC-200（Dow Corning社製）、Baysilone（登録商標
）M 50、Baysilone（登録商標）M 100、Baysilone（登録商標）M 350、Baysilone（登録
商標）M 500、Baysilone（登録商標）M 1000、Baysilone（登録商標）M 1500、Baysilone
（登録商標）M 2000、またはBaysilone（登録商標）M 5000（全てGE Bayer Silicones社
製）を包含する。
【００４７】
　しかしながら、ポリシロキサンが、構造単位ａ）およびｂ）を含有することが好ましい
場合もある。特に好ましいポリシロキサンは、以下の構造：
　　　　(CH3)3Si-[O-Si(CH3)2]n-[O-Si(CH3){(CH2)3-NH-(CH2)2-NH2}]x-OSi(CH3)3
［式中、ｎ＋ｘの和は、２～１０，０００の数である。］
で示される。
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【００４８】
　構造単位ａ）およびｂ）で示される適当なポリシロキサンは、例えば、商標名DC2-8663
、DC2-8035、DC2-8203、DC05-7022またはDC2-8566（全てDow Corning社製）で商業的に入
手可能である。例えば、市販品Dow Corning（登録商標）7224、Dow Corning（登録商標）
929 Cationic EmulsionまたはFormasil 410（GE Silicones社製）も、本発明に適してい
る。
【００４９】
　適当な布地柔軟化クレイは、例えばスメクタイトクレイである。好ましいスメクタイト
クレイは、バイデライトクレイ、ヘクトライトクレイ、ラポナイトクレイ、モンモリロナ
イトクレイ、ノントロナイトクレイ、サポナイトクレイ、ソーコナイトクレイおよびそれ
らの混合物を包含する。モンモリロナイトクレイは、最も好ましい柔軟化クレイである。
ベントナイトは主にモンモリロナイトを含有し、布地柔軟化クレイの好ましい供給源であ
る。ベントナイトは、粉末または結晶として使用できる。
【００５０】
　適当なベントナイトは、例えば、Sued-Chemie社から商標名Laundrosil（登録商標）で
、またはLaviosa社によって商標Detercalで販売されている。
【００５１】
　適当なカチオン性ポリマーは、特に、"CTFA International Cosmetic Ingredient Dict
ionary", 第４版、J. M. Nikitakisら編、Cosmetic, Toiletry and Fragrance Associati
on出版、１９９１に記載され、”ポリクオタニウム”の総称でまとめられているものを包
含する。幾つかの適当なポリクオタニウム化合物を、特に以下に列挙する。
【００５２】
ポリクオタニウム－１（ＣＡＳ番号：６８５１８－５４－７）
　定義：{(HOCH2CH2)3N

+-CH2CH=CHCH2-[N
+(CH3)2-CH2CH=CHCH2]x-N

+(CH2CH2OH)3}[Cl
-]x+

2

【００５３】
ポリクオタニウム－２（ＣＡＳ番号：６３４５１－２７－４）
　定義：[-N(CH3)2-CH2CH2CH2-NH-C(O)-NH-CH2CH2CH2-N(CH3)2-CH2CH2OCH2CH2-]

2+(Cl-)2
　例えば（Rhodia社から）Mirapol（登録商標）A-15として入手できる。
【００５４】
ポリクオタニウム－３
　定義：アクリルアミドおよびトリメチルアンモニウムエチルメタクリレートメトスルフ
ェートのコポリマー
【００５５】
ポリクオタニウム－４（ＣＡＳ番号：９２１８３－４１－０）
　定義：ヒドロキシエチルセルロースおよびジアリルジメチルアンモニウムクロリドのコ
ポリマー
　例えば（National Starch社から）Celquat（登録商標）H 100またはCelquat（登録商標
）L200として入手できる。
【００５６】
ポリクオタニウム－５（ＣＡＳ番号：２６００６－２２－４）
　定義：アクリルアミドおよびβ－メタクリルイルオキシエチルトリメチルアンモニウム
メトスルフェートのコポリマー
　例えば、（Nalco社から）Nalco 7113として、或いは（全てHercules社から）からReten
（登録商標）210、Reten（登録商標）220、Reten（登録商標）230、Reten（登録商標）24
0、Reten（登録商標）1104、Reten（登録商標）1105またはReten（登録商標）1106として
入手できる。
【００５７】
ポリクオタニウム－６（ＣＡＳ番号：２６０６２－７９－３）
　定義：ジメチルジアリルアンモニウムクロリドのポリマー
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　例えば、（Ondeo-Nalco社から）Merquat（登録商標）100として入手できる。
【００５８】
ポリクオタニウム－７（ＣＡＳ番号：２６５９０－０５－６）
　定義：アクリルアミドおよびジメチルジアリルアンモニウムクロリドモノマーを含んで
なる重合体第四級アンモニウム塩
　例えば、（Ondeo-Nalco社から）Merquat（登録商標）550またはMerquat（登録商標）S
として入手できる。
【００５９】
ポリクオタニウム－８
　定義：硫酸ジメチルで四級化されたメチル－およびステアリルジメチルアミノエチルメ
タクリレートの重合体第四級アンモニウム塩
【００６０】
ポリクオタニウム－９
　定義：臭化メチルで四級化されたポリジメチルアミノエチルメタクリレートの重合体第
四級アンモニウム塩
【００６１】
ポリクオタニウム－１０（ＣＡＳ番号：５３５６８－６６－４；５５３５３－１９－０；
５４３５１－５０－７；８１８５９－２４－７；６８６１０－９２－４；８１８５９－２
４－７）
　定義：トリメチルアンモニウム置換エポキシドと反応させたヒドロキシエチルセルロー
スの重合体第四級アンモニウム塩
　例えば、（National Starch社から）Celquat（登録商標）SC-240、（全てAmerchol社か
ら）UCARE（登録商標）Polymer JR-125、UCARE（登録商標）Polymer JR-400、UCARE（登
録商標）Polymer JR-30M、UCARE（登録商標）Polymer LR 400、UCARE（登録商標）Polyme
r LR 30M、UCARE（登録商標）Polymer SR-10として入手できる。
【００６２】
ポリクオタニウム－１１（ＣＡＳ番号：５３６３３－５４－８）
　定義：硫酸ジエチルとビニルピロリドンおよびジメチルアミノエチルメタクリレートの
コポリマーとの反応によって形成された第四級アンモニウムポリマー
　例えば、（BASF社から）Luviquat（登録商標）PQ 11 PN、（GAF社から）Gafquat（登録
商標）734、Gafquat（登録商標）755またはGafquat（登録商標）755Nとして入手できる。
【００６３】
ポリクオタニウム－１２（ＣＡＳ番号：６８８７７－５０－９）
　定義：エチルメタクリレート／アビエチルメタクリレート／ジエチルアミノエチルメタ
クリレートコポリマーと硫酸ジメチルとの反応によって形成された第四級アンモニウムポ
リマー塩
【００６４】
ポリクオタニウム－１３（ＣＡＳ番号：６８８７７－４７－４）
　定義：エチルメタクリレート／オレイルメタクリレート／ジエチルアミノエチルメタク
リレートコポリマーと硫酸ジメチルとの反応によって得られる重合体第四級アンモニウム
塩
【００６５】
ポリクオタニウム－１４（ＣＡＳ番号：２７１０３－９０－８）
　定義：式-{-CH2-C-(CH3)-[C(O)O-CH2CH2-N(CH3)3]}

+
x[CH3SO4]

-
xで示される重合体第四

級アンモニウム塩
【００６６】
ポリクオタニウム－１５（ＣＡＳ番号：３５４２９－１９－７）
　定義：アクリルアミドおよびβ－メタクリルイルオキシエチルトリメチルアンモニウム
クロリドのコポリマー
【００６７】
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ポリクオタニウム－１６（ＣＡＳ番号：９５１４４－２４－４）
　定義：メチルビニルイミダゾリウムクロリドおよびビニルピロリドンから形成された重
合体第四級アンモニウム塩
　例えば、（全てBASF社から）Luviquat（登録商標）FC 370、Luviquat（登録商標）Styl
e、Luviquat（登録商標）FC 550またはLuviquat（登録商標）Excellenceとして入手でき
る。
【００６８】
ポリクオタニウム－１７（ＣＡＳ番号：９０６２４－７５－２）
　定義：アジピン酸およびジメチルアミノプロピルアミンとジクロロエチルエーテルとの
反応によって得られる重合体第四級アンモニウム塩
　例えば、（Rhodia社から）Mirapol（登録商標）AD-1として入手できる。
【００６９】
ポリクオタニウム－１８
　定義：アゼライン酸およびジメチルアミノプロピルアミンとジクロロエチルエーテルと
の反応によって得られる重合体第四級アンモニウム塩
　例えば、（Rhodia社から）Mirapol（登録商標）AZ-1として入手できる。
【００７０】
ポリクオタニウム－１９
　定義：ポリビニルアルコールと２，３－エポキシプロピルアミンとの反応によって得ら
れる重合体第四級アンモニウム塩
【００７１】
ポリクオタニウム－２０
　定義：ポリビニルオクタデシルエーテルと２，３－エポキシプロピルアミンとの反応に
よって得られる重合体第四級アンモニウム塩
【００７２】
ポリクオタニウム－２１（ＣＡＳ番号：１０２５２３－９４－４）
　定義：ポリシロキサン／ポリジメチルジアルキルアンモニウムアセテートコポリマー
　例えば（Goldschmidt-Degussa社から）Abil（登録商標）B 9905として入手できる。
【００７３】
ポリクオタニウム－２２（ＣＡＳ番号：５３６９４－１７－０）
　定義：ジメチルジアリルアンモニウムクロリド／アクリル酸コポリマー
　例えば（Ondeo-Nalco社から）Merquat（登録商標）280として入手できる。
【００７４】
ポリクオタニウム－２４（ＣＡＳ番号：１０７９８７－２３－５）
　定義：ヒドロキシエチルセルロースとラウリルジメチルアンモニウム置換エポキシドと
の反応から得られる重合体第四級アンモニウム塩
　例えば（Amerchol社から）Quatrisolft（登録商標）Polymer LM 200として入手できる
。
【００７５】
ポリクオタニウム－２７
　定義：ポリクオタニウム－２とポリクオタニウム－１７との反応から得られるブロック
コポリマー
【００７６】
ポリクオタニウム－２８（ＣＡＳ番号：１３１９５４－４８－８）
　定義：ビニルピロリドン／メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド
コポリマー
　例えば（GAF社から）Gafquat（登録商標）HS-100として入手できる。
【００７７】
ポリクオタニウム－２９
　定義：プロピレンオキシドと反応されエピクロロヒドリンで四級化されたキトサン
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【００７８】
ポリクオタニウム－３０
　定義：式-[CH2C(CH3)(C(O)OCH3)]x[CH2C(CH3)(C(O)OCH2CH2N

+(CH3)2CH2COO
-)]y-で示さ

れる重合体第四級アンモニウム塩
【００７９】
ポリクオタニウム－３１（ＣＡＳ番号：１３６５０５－０２－７）
【００８０】
ポリクオタニウム－３２（ＣＡＳ番号：３５４２９－１９－７)
　定義：２－プロペンアミド含有Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－２－［（２－メチル－１－オ
キソ－２－プロペニル）オキシ］エタンアミニウムクロリドのポリマー
【００８１】
ポリクオタニウム－３７（ＣＡＳ番号：２６１６１－３３－１）
　定義：メタクリロイルトリメチルクロリドのホモポリマー
　例えば（3V Sigma社から）Synthalen（登録商標）CRとして入手できる。
【００８２】
ポリクオタニウム－４４（ＣＡＳ番号：１５０５９５－７０－５）
　定義：ビニルピロリドンおよび四級化イミダゾリンのコポリマーの第四級アンモニウム
塩
　例えば、（BASF社から）Luviquat（登録商標）Ultracareとして入手できる。
【００８３】
ポリクオタニウム－６８（ＣＡＳ番号：８２７３４６－４５－２）
　定義：ビニルピロリドン、メタクリルアミド、ビニルイミダゾールおよび四級化ビニル
イミダゾールの四級化コポリマー
　例えば、（BASF社から）Luviquat（登録商標）Supremeとして入手できる。
【００８４】
　布地ケア組成物が、布地柔軟化化合物および１種以上の更なる布地ケア化合物を含有す
ることが好ましい場合もある。
【００８５】
　布地ケア組成物中の布地ケア化合物の量は、０．１重量％～１５重量％、好ましくは２
重量％～１２重量％である。
【００８６】
　布地ケア組成物の他の成分は、水溶性ポリマーである。適当な水溶性ポリマーは、好ま
しくは、４８℃～３００℃の範囲に融点または軟化点を有し、特に、ポリエチレングリコ
ール、ポリエチレンテレフタレートおよび／またはポリビニルアルコールを包含し得る。
水溶性ポリマーが、４８℃～１００℃の範囲に融点または軟化点を有することが特に好ま
しい。
【００８７】
　融点は、固体状から液体（自由流動）状への転移に関する。軟化点は、固体状から粘性
溶融体への転移を表す。融点および軟化点は、各々、４８℃～３００℃の範囲内の一定温
度または小範囲のいずれかであり得る。
【００８８】
　適当なポリアルキレングリコールは、特に、鎖長に依存して液体または固体のポリマー
であるポリエチレングリコールを包含する。分子量が３，０００を超えるポリエチレング
リコールは固体状物質であり、フレークまたは粉末の形態で市販されている。硬度および
溶融範囲は、分子量の増加と共に上昇する。３，０００～１０，０００の平均分子量を有
するポリエチレングリコールが、本発明のために特に好ましい。
【００８９】
　ポリエチレンテレフタレートは、例えば、結晶状態（不透明白色）および非晶質状態（
透明）で商業的に入手可能であるポリエステルである。結晶性ポリエチレンテレフタレー
トの融点は、約２６０℃である。熱可塑性物質なので、ポリエチレンテレフタレートは、
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熱によって、実質的に任意の所望の形状に成形することができる。更に、変性ポリエチレ
ンテレフタレート（例えば、他のポリマーまたは異種構成単位が組み込まれたポリエチレ
ンテレフタレートとの混合物）を使用することもできる。
【００９０】
　ポリビニルアルコールは、約５００～２５００の範囲に重合度（約２０，０００ｇ／ｍ
ｏｌ～１００，０００ｇ／ｍｏｌの分子量）を有する黄白色の粉末または顆粒として商業
的に入手可能である。加水分解度は９８～９９ｍｏｌ％または８７～８９ｍｏｌ％であり
、従って、ポリビニルアルコールはまだ残留アセチル基含有量を有する。ポリビニルアル
コールは、製造業者が、出発ポリマーの重合度、加水分解度および／または鹸化価を与え
ることによって特徴付けられる。完全に鹸化されたポリビニルアルコールは、８５℃の軟
化点および２２８℃の融点を有する。部分的に鹸化された（８７～８９％）生成物の対応
する値は、各々、約５８℃（軟化点）および／または１８６℃（融点）とずっと低い。
【００９１】
　水溶性ポリマーは、上記材料の混合物を包含してもよい。
【００９２】
　布地ケア組成物の他の必須成分は香料である。使用され得る香油および／または芳香物
質は、個々の香料化合物、例えば、エステル、エーテル、アルデヒド、ケトン、アルコー
ルおよび炭化水素のタイプの合成品を包含する。しかしながら、魅力的な芳香ノートを共
同で生ずる異なった香料の混合物が好ましく使用される。このような香油は、植物源から
入手できるもののような天然の香料混合物を包含してもよい。
【００９３】
　布地ケア組成物中の香料の量は、好ましくは０．１重量％～１５重量％、特に好ましく
は３重量％～１０重量％、極めて特に好ましくは５重量％～８重量％である。
【００９４】
　布地ケア組成物は、場合により更なる成分を含有してもよい。
【００９５】
　布地ケア化合物の審美的印象を改善するため、それらを適当な顔料で着色できる。当業
者にとってその選択は問題とはならない、好ましい染料は、貯蔵中に高い安定性を有し、
洗剤または洗浄剤の他成分に対して非感受性であり、光に対して非感受性であり、布地繊
維に対してそれらを汚さないように著しい親和性は有さない。
【００９６】
　また、布地ケア組成物は、シリカのような充填材を含有してもよい。充填材の量は、０
．１重量％～１０重量％であり得、好ましくは１重量％～５重量％である。
【００９７】
　布地ケア組成物は、光沢を増すためにパール光沢剤を含有してもよい。適当なパール光
沢剤の例は、エチレングリコールモノ－およびジステアレート（例えばCognis社製Cutina
（登録商標）AGS）およびＰＥＧ－３ジステアレートを包含する。
【００９８】
　また、布地ケア組成物は、スキンケア化合物を含有してもよい。
【００９９】
　スキンケア化合物は、布地が洗剤と接触するときに布地上に吸収され、布地が皮膚と接
触するときに、本発明の洗剤および洗浄剤で処理されていない布地と比較して皮膚に利点
を与える、化合物または化合物の混合物であると理解される。この利点は、例えば、布地
から皮膚へのスキンケア化合物の移動、皮膚から布地へのより少ない水の移動、または皮
膚表面に対する布地のより小さい摩擦を含み得る。
【０１００】
　スキンケア化合物は、好ましくは疎水性であり、液体または固体であり得、固体状布地
ケア組成物の他成分と適合性でなければならない。スキンケア化合物は、例えば、以下で
あり得る。
ａ）カルナウバ蝋、鯨蝋、蜜蝋、ラノリンのようなワックス、それらの誘導体およびそれ
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らの混合物；
ｂ）植物抽出物、例えば、アボカド油、オリーブ油、パーム油、パーム核油、菜種油、亜
麻仁油、大豆油、落花生油、コリアンダー油、ヒマシ油、ケシ油、ココア油、ココナツ油
、パンプキンシード油、小麦胚種油、ゴマ油、ヒマワリ油、アーモンド油、マカダミアナ
ッツ油、杏仁油、ヘーゼルナッツ油、ホホバ油またはキャノーラ油、カモミール、アロエ
ベラのような植物油、およびそれらの混合物；
ｃ）ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、オレイン酸、
リノール酸、リノレン酸、イソステアリン酸またはポリ不飽和脂肪酸のような高級脂肪酸
；
ｄ）ラウリルアルコール、セチルアルコール、ステアリルアルコール、オレイルアルコー
ル、ベヘニルアルコール、または２－ヘキサデカノールのような高級脂肪アルコール；
ｅ）セチルオクタノエート、ラウリルラクテート、ミリスチルラクテート、セチルラクテ
ート、イソプロピルミリステート、ミリスチルミリステート、イソプロピルパルミテート
、イソプロピルアジペート、ブチルステアレート、デシルオレエート、コレステロールイ
ソステアレート、グリセロールモノステアレート、グリセロールジステアレート、グリセ
ロールトリステアレート、アルキルラクテート、アルキルシトレート、またはアルキルタ
ートレートのようなエステル；
ｆ）パラフィン、鉱油、スクアラン、またはスクアレンのような炭化水素；
ｇ）脂質；
ｈ）ビタミンＡ、ＣまたはＥのようなビタミン、或いはビタミンアルキルエステル；
ｉ）リン脂質；
ｊ）オクチルメトキシシンナメートおよびブチルメトキシベンゾイルメタンのような日焼
け止め剤；
ｋ）直鎖または環状ポリジメチルシロキサン、アミノ置換、アルキル置換、アルキルアリ
ール置換またはアリール置換シリコーン油のようなシリコーン油、および
ｌ）それらの混合物。
【０１０１】
　スキンケア化合物の量は、固体状布地ケア組成物に基づいて、好ましくは０．０１重量
％～１０重量％、好適には０．１重量％～５重量％、極めて特に好ましくは０．３重量％
～３重量％である。スキンケア化合物は更に、布地ケア効果も有し得る。
【０１０２】
　極めて特に好ましい態様では、水溶性担体は、粒状であり、水溶性ポリマー、布地ケア
化合物、香料および場合により更なる成分の混合物で少なくとも部分的に被覆されている
。
【０１０３】
　このような固体状布地ケア組成物を製造するため、まず、水溶性ポリマーを溶融し、溶
融状態で布地ケア化合物、香料および場合により更なる成分と混合する。次いで、粒状担
体が溶融体で少なくとも部分的に被覆されるように、溶融体を粒状担体に適用する。
【０１０４】
　もう１つの特に好ましい態様では、水溶性担体は、粒状であり、布地ケア化合物で被覆
されており、水溶性ポリマー、香料および場合により更なる成分の混合物で少なくとも部
分的に被覆されている。
【０１０５】
　このような固体状布地ケア組成物を製造するため、まず、粒状担体を布地ケア化合物と
混合する。次の工程では、水溶性ポリマーを溶融し、溶融状態で香料および場合により更
なる成分と混合し、続いて、布地ケア化合物で被覆された粒状担体が少なくとも部分的に
被覆されるように、溶融体を該担体に適用する。
【０１０６】
　更にもう１つの好ましい態様では、水溶性担体は、粒状で存在し、水溶性ポリマーおよ
び香料の少なくとも部分的な被覆を有し、水溶性担体の被覆、または被覆領域および非被
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覆領域が布地ケア化合物で少なくとも部分的に被覆されている。
【０１０７】
　このような固体状布地ケア組成物を製造するため、まず、水溶性ポリマーを溶融し、溶
融状態で香料と混合する。次いで、粒状担体が少なくとも部分的に被覆されるように、得
られた溶融体を粒状担体に適用し、続いて、少なくとも部分的に被覆された粒状担体を布
地ケア化合物で被覆する。
【０１０８】
　布地ケア組成物は、布地をコンディショニングするのに特に適しており、そのために、
従来の洗い工程および洗浄工程の（主要な）洗いサイクルで、従来の洗剤または洗浄剤と
一緒に布地と接触させる。
【０１０９】
　布地ケア組成物は、洗剤または洗浄剤に添加してもよい。
【０１１０】
　そのために、固体状洗剤または洗浄剤を、０．１重量％～２０重量％、好ましくは１重
量％～１０重量％の本発明の布地ケア組成物と混合する。
【０１１１】
　本発明の布地ケア洗剤または洗浄剤は、布地ケア組成物に加えて、界面活性剤を含有す
る。それには、アニオン性、非イオン性、双性イオン性および／または両性界面活性剤を
使用し得る。応用技術の観点からすれば、アニオン性界面活性剤および非イオン性界面活
性剤の混合物が好ましい。洗剤の合計界面活性剤含有量は、液体状洗剤全体に基づいて、
好ましくは４０重量％未満、特に好ましくは３５重量％未満である。
【０１１２】
　好ましくはアルコキシル化された、有利にはエトキシル化された、特に、好ましくは８
～１８個の炭素原子と、アルコール１ｍｏｌ当たり平均して１～１２ｍｏｌのエチレンオ
キシド（ＥＯ）とを含有する第一級アルコールが、非イオン性界面活性剤として使用され
る。そのアルコール基は、直鎖または好ましくは２位メチル分枝であってよく、および／
またはオキソアルコール基に通常存在するように直鎖基とメチル分枝基とを混合状態で含
有していてもよい。しかしながら、特に、１２～１８個の炭素原子を含有する天然起源の
アルコール、例えば、ココナツアルコール、パームアルコール、獣脂脂肪アルコールまた
はオレイルアルコールの直鎖基と、アルコール１ｍｏｌ当たり平均して２～８個のＥＯと
を含有するアルコールエトキシレートが好ましい。好ましいエトキシル化アルコールは、
例えば、３個のＥＯ、４個のＥＯまたは７個のＥＯを含有するＣ１２～１４アルコール、
７個のＥＯを含有するＣ９～１１アルコール、３個のＥＯ、５個のＥＯ、７個のＥＯまた
は８個のＥＯを含有するＣ１３～１５アルコール、３個のＥＯ、５個のＥＯまたは７個の
ＥＯを含有するＣ１２～１８アルコール、およびそれらの混合物、例えば３個のＥＯを含
有するＣ１２～１４アルコールと７個のＥＯを含有するＣ１２～１８アルコールとの混合
物を包含する。上記のエトキシル化度は統計的平均値であり、特定の生成物に関しては、
整数または分数であってよい。好ましいアルコールエトキシレートは、狭い同族体分布を
有する（狭範囲エトキシレート、ＮＲＥ）。
【０１１３】
　これらの非イオン性界面活性剤の他に、１２個を超えるＥＯを含有する脂肪アルコール
を使用することもできる。その例は、１４個のＥＯ、２５個のＥＯ、３０個のＥＯまたは
４０個のＥＯを含有する獣脂脂肪アルコールを包含する。
【０１１４】
　分子中にＥＯ基とＰＯ基とを一緒に含有する非イオン性界面活性剤を、本発明に従って
使用してもよい。ＥＯ－ＰＯブロック単位および／またはＰＯ－ＥＯブロック単位を含有
するブロックコポリマーを、本発明で使用できるが、ＥＯ－ＰＯ－ＥＯコポリマーおよび
／またはＰＯ－ＥＯ－ＰＯコポリマーも使用できる。ＥＯ単位およびＰＯ単位がブロック
として存在しないが、代わりにランダムに分布している、混合アルコキシル化非イオン性
界面活性剤も、もちろん使用できる。このような生成物は、脂肪アルコールに、エチレン
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オキシドおよびプロピレンオキシドを同時に作用させることによって入手できる。
【０１１５】
　また、更なる非イオン性界面活性剤として、一般式：ＲＯ（Ｇ）ｘ［式中、Ｒは、８～
２２個の炭素原子、好ましくは１２～１８個の炭素原子を含有する直鎖またはメチル分枝
、特に２位メチル分枝第一級脂肪族基を表し、Ｇは５または６個の炭素原子を含有するグ
リコース単位、好ましくは、グルコースを表す記号である。］で示されるアルキルグリコ
シドを使用してもよい。モノグリコシドおよびオリゴグリコシドの分布を表すオリゴマー
化度ｘは、１～１０の任意の数であり、ｘは好ましくは１．２～１．４である。アルキル
グリコシドは、既知の穏やかな界面活性剤である。
【０１１６】
　単独の非イオン性界面活性剤としてまたは他の非イオン性界面活性剤と組み合わせて、
好ましく使用される非イオン性界面活性剤の別の種類は、好ましくはアルキル鎖中に１～
４個の炭素原子を含有する、アルコキシル化、好ましくはエトキシル化、またはエトキシ
ル化およびプロポキシル化脂肪酸アルキルエステル、特に脂肪酸メチルエステルを包含す
る。
【０１１７】
　アミンオキシドタイプの非イオン性界面活性剤、例えばＮ－ココアルキル－Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアミンオキシドおよびＮ－獣脂アルキル－Ｎ，Ｎ－ジヒドロキシエチルアミンオキ
シド、並びに脂肪酸アルカノールアミドも適当であり得る。これらの非イオン性界面活性
剤の量は、好ましくは、エトキシル化脂肪アルコールの量以下、特にその半分以下である
。
【０１１８】
　別の適当な界面活性剤は、式（ＶＩＩ）：
【化３】

［式中、ＲＣＯは、６～２２個の炭素原子を含有する脂肪族アシル基を表し、Ｒ１は、水
素、１～４個の炭素原子を含有するアルキルまたはヒドロキシアルキル基を表し、［Ｚ］
は３～１０個の炭素原子と３～１０個のヒドロキシル基とを含有する直鎖または分枝ヒド
ロキシアルキル基を表す。］
で示されるポリヒドロキシ脂肪酸アミドを包含する。ポリヒドロキシ脂肪酸アミドは既知
の物質であり、通常、還元糖を、アンモニア、アルキルアミンまたはアルカノールアミン
で還元的アミノ化し、その後、脂肪酸、脂肪酸アルキルエステルまたは脂肪酸クロリドで
アシル化することにより得ることができる。
【０１１９】
　また、ポリヒドロキシ脂肪酸アミドのグループは、式（ＶＩＩＩ）：
【化４】

［式中、Ｒは、７～１２個の炭素原子を含有する直鎖または分枝アルキル基またはアルケ
ニル基を表し、Ｒ１は、２～８個の炭素原子を含有する直鎖、分枝または環状アルキル基
或いはアリール基を表し、Ｒ２は、１～８個の炭素原子を含有する直鎖、分枝もしくは環
状アルキル基またはアリール基またはオキシアルキル基を表し（この場合、Ｃ１～４アル
キル基またはフェニル基が好ましい）、［Ｚ］は、アルキル鎖が少なくとも２個のヒドロ
キシル基により置換されている直鎖ポリヒドロキシアルキル基、またはこの基のアルコキ
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シル化、好ましくはエトキシル化もしくはプロポキシル化誘導体を表す。］
で示される化合物も包含する。
【０１２０】
　［Ｚ］は、好ましくは、糖、例えば、グルコース、フルクトース、マルトース、ラクト
ース、ガラクトース、マンノースまたはキシロースの還元的アミノ化により得られる。そ
の後、Ｎ－アルコキシ－もしくはＮ－アリールオキシ－置換化合物は、触媒としてのアル
コキシドの存在下で脂肪酸メチルエステルと反応させることにより、所望のポリヒドロキ
シ脂肪酸アミドに転化され得る。
【０１２１】
　洗剤または洗浄剤中の非イオン性界面活性剤含有量は、洗剤または洗浄剤全体に各々基
づいて、好ましくは５重量％～３０重量％、好適には７重量％～２０重量％、特に９重量
％～１５重量％である。
【０１２２】
　アニオン性界面活性剤は、好ましくは、スルホネート型およびスルフェート型のアニオ
ン性界面活性剤である。好ましくは、例えば、末端または内部二重結合を有するＣ１２～

１８モノオレフィンから、三酸化硫黄ガスによるスルホン化とそのスルホン化生成物のそ
の後のアルカリ加水分解または酸加水分解により得られるような、Ｃ９～１３アルキルベ
ンゼンスルホネート、オレフィンスルホネート、即ち、アルケンおよびヒドロキシアルカ
ンのスルホネートおよびジスルホネートの混合物が、スルホネート型の界面活性剤として
考えられる。Ｃ１２～１８アルカンから、例えば、スルホクロロ化またはスルホキシド化
およびその後の加水分解および／または中和により得られるアルカンスルホネートも適当
である。同様に、α－スルホ脂肪酸のエステル（エステルスルホネート）、例えば、水添
ココナツ脂肪酸、パーム核脂肪酸または獣脂脂肪酸のα－スルホン化メチルエステルも適
当である。
【０１２３】
　別の適当なアニオン性界面活性剤は、硫酸化脂肪酸グリセロールエステルを包含する。
脂肪酸グリセロールエステルは、１～３ｍｏｌの脂肪酸を用いたモノグリセロールのエス
テル化によって、または０．３～２ｍｏｌのグリセロールを用いたトリグリセリドのエス
テル交換によって得られるような、モノエステル、ジエステルおよびトリエステル、並び
にそれらの混合物であると理解される。好ましい硫酸化脂肪酸グリセロールエステルは、
６～２２個の炭素原子を含有する飽和脂肪酸、例えばカプロン酸、カプリル酸、カプリン
酸、ミリスチン酸、ラウリン酸、パルミチン酸、ステアリン酸またはベヘン酸の硫酸化生
成物を包含する。
【０１２４】
　Ｃ１２～Ｃ１８脂肪アルコール、例えば、ココ脂肪アルコール、獣脂脂肪アルコール、
ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルアルコールまたはステアリルアルコ
ール、或いはＣ１０～Ｃ２０オキソアルコールの硫酸ヘミエステル、並びにこれらの鎖長
を有する第二級アルコールのヘミエステルの、アルカリ金属塩、特にナトリウム塩が、ア
ルキル（アルケニル）スルフェートとして好ましい。また、石油化学に基づいて合成され
た合成直鎖アルキル基を含有し、脂肪化学原料に基づく適切な化合物に類似した分解挙動
を有する、上記鎖長のアルキル（アルケニル）スルフェートも好ましい。洗剤に対する産
業的重要性としては、Ｃ１２～Ｃ１６アルキルスルフェートおよびＣ１２～Ｃ１５アルキ
ルスルフェート、およびＣ１４～Ｃ１５アルキルスルフェートが好ましい。適当なアニオ
ン性界面活性剤は２，３－アルキルスルフェートも包含し、これは、DAN（登録商標）の
名称でShell Oil Co.から市販品として入手できる。
【０１２５】
　また、平均３．５ｍｏｌのエチレンオキシド（ＥＯ）を含有する２－メチル分枝Ｃ９～

１１アルコールまたは１～４ＥＯ含有Ｃ１２～１８脂肪アルコールのような、１～６ｍｏ
ｌのエチレンオキシドでエトキシル化された直鎖または分枝Ｃ７～２１アルコールの、硫
酸モノエステルも好ましい。それらの高い発泡能のため、それらは洗浄剤に、比較的少量
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でしか、例えば１重量％～５重量％の量でしか使用されない。
【０１２６】
　別の適当なアニオン性界面活性剤は、スルホスクシネートとしても知られているアルキ
ルスルホコハク酸塩、またはスルホコハク酸エステル、およびスルホコハク酸とアルコー
ル、好ましくは脂肪アルコール、特にエトキシル化脂肪アルコールとのモノエステルおよ
び／またはジエステルも包含する。好ましいスルホスクシネートは、Ｃ８～１８脂肪アル
コール基またはそれらの混合物を含有する。好ましいスルホスクシネートは、特に、単独
で考慮した場合に非イオン性界面活性剤であるエトキシル化脂肪アルコールから誘導され
た脂肪アルコール基を含有する。また、脂肪アルコール基が狭い同族体分布を有するエト
キシル化脂肪アルコールから誘導されたスルホスクシネートが、特に好ましい。好ましく
はアルキル（アルケニル）鎖中に８～１８個の炭素原子を含有するアルキル（アルケニル
）コハク酸またはそれらの塩を使用することも、同様に可能である。
【０１２７】
　好ましいアニオン性界面活性剤は、特に石鹸である。飽和および不飽和脂肪酸石鹸が適
しており、その例は、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、（水添
）エルカ酸およびベヘン酸の塩、並びに特に天然脂肪酸（例えば、ココナツ脂肪酸、パー
ム核脂肪酸、オリーブ油脂肪酸または獣脂脂肪酸）から誘導された石鹸混合物である。
【０１２８】
　石鹸を含むアニオン性界面活性剤は、それらのナトリウム塩、カリウム塩またはアンモ
ニウム塩、更に、モノエタノールアミン、ジエタノールアミンまたはトリエタノールアミ
ンのような有機塩基の可溶性塩の形態で使用され得る。アニオン性界面活性剤は、好まし
くは、それらのナトリウム塩またはカリウム塩の形態、特にナトリウム塩の形態である。
【０１２９】
　好ましい洗剤または洗浄剤のアニオン性界面活性剤含有量は、洗剤または洗浄剤全体に
各々基づいて、２重量％～３０重量％、好ましくは４重量％～２５重量％、特に５重量％
～２２重量％である。
【０１３０】
　布地ケア組成物および界面活性剤に加えて、洗剤または洗浄剤は、洗剤または洗浄剤の
審美的特性或いは応用に関する技術的特性を更に改善する他成分を含有し得る。本発明の
範囲内では、好ましい洗剤または洗浄剤は、更に、ビルダー、漂白剤、漂白活性剤、酵素
、香料、香料担体、蛍光剤、染料、抑泡剤、シリコーン油、再付着防止剤、蛍光増白剤、
グレーイング阻害剤、収縮阻害剤、しわ防止剤、色移り阻害剤、抗菌活性成分、殺菌剤、
殺真菌剤、酸化防止剤、防腐剤、防蝕剤、帯電防止剤、苦味剤、アイロン助剤、防水剤お
よび含浸剤、膨潤剤および滑り防止剤、中性充填材および紫外線吸収剤からなる群からの
物質を１種以上含有する。
【０１３１】
　特に、ケイ酸塩、ケイ酸アルミニウム（とりわけゼオライト）、炭酸塩、有機ジカルボ
ン酸およびポリカルボン酸の塩、並びにこれら物質の混合物を、洗剤または洗浄剤中に存
在し得るビルダーとして挙げることができる。
【０１３２】
　適当な結晶性層状ケイ酸ナトリウムは、一般式：ＮａＭＳｉｘＯ２ｘ＋１Ｈ２Ｏ［式中
、Ｍはナトリウムまたは水素を表し、ｘは１．９～４の数であり、ｙは０～２０の数であ
り、ｘの好ましい値は２、３または４である。］で示される。記載した式の好ましい結晶
性層状ケイ酸塩は、Ｍがナトリウムを表し、ｘが２もしくは３のものである。特に、β－
二ケイ酸ナトリウムおよびδ－二ケイ酸ナトリウム（Ｎａ２Ｓｉ２Ｏ５・ｙＨ２Ｏ）の両
方が好ましい。
【０１３３】
　遅延溶解特性および二次的洗い特性を示す、１：２～１：３．３、好ましくは１：２～
１：２．８、特に１：２～１：２．６の組成比Ｎａ２Ｏ：ＳｉＯ２を有する、非晶質ケイ
酸ナトリウムも使用し得る。従来の非晶質ケイ酸ナトリウムと比較して遅い溶解は、様々
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な方法で、例えば、表面処理、コンパウンド化、圧縮によって、または過乾燥によって、
誘起し得る。本発明の範囲内では、用語「非晶質」とは、「Ｘ線非晶質」であると理解さ
れる。これは、Ｘ線回折実験において、ケイ酸塩は、結晶性物質に典型的なシャープなＸ
線反射を生じないが、数度単位の回折角の幅を有する散乱Ｘ線の最大値を１つ以上示すと
いうことを意味する。しかしながら、電子回折実験において、ケイ酸塩粒子が不明瞭な或
いは鋭い回折最大値さえ示す場合には、特に良好なビルダー特性を確かに招き得る。これ
は、生成物がサイズ１０ｎｍ～数百ｎｍの微結晶領域を有すると解釈され、その値は最大
５０ｎｍまで、特に最大２０ｎｍまでが好ましい。圧縮非晶質ケイ酸塩、コンパウンド化
非晶質ケイ酸塩、および過乾燥Ｘ線非晶質ケイ酸塩が、特に好ましい。
【０１３４】
　使用される、微細結晶性の結合水含有合成ゼオライトは、好ましくは、ゼオライトＡお
よび／またはゼオライトＰである。ゼオライトMAP（登録商標）（Crosfield社の市販品）
が、ゼオライトＰとして特に好ましい。しかしながら、ゼオライトＸ、およびゼオライト
Ａ、Ｘおよび／またはＰの混合物も適当である。例えば、商標名VEGOBOND AX（登録商標
）でSASOL社によって流通されている、ゼオライトＸおよびゼオライトＡの共結晶生成物
（約８０重量％のゼオライトＸ）が、商業的に入手可能であり、本発明の範囲内で好まし
く使用される。この生成物は、式：
　　　　nNa2O・(1-n)K2O・Al2O3・(2-2.5)SiO2・(3.5-5.5)H2O
［式中、ｎは０．９０～１．０である。］
で示すことができる。
【０１３５】
　ゼオライトは、噴霧乾燥粉末として、また使用前にまだ湿っている未乾燥安定化懸濁液
として使用することができる。ゼオライトを懸濁液として使用する場合には、その懸濁液
は、安定剤として、少量の非イオン性界面活性剤、例えばゼオライトに基づいて１重量％
～３重量％の、２～５個のエチレンオキシド基を含有するエトキシル化Ｃ１２～Ｃ１８脂
肪アルコール、４～５個のエチレンオキシド基を含有するＣ１２～Ｃ１４脂肪アルコール
、またはエトキシル化イソトリデカノールを含有することができる。適当なゼオライトは
、１０μｍ未満の平均粒径（体積分布；測定法：Ｃｏｕｌｔｅｒ　ｃｏｕｎｔｅｒ）を有
し、好ましくは１８重量％～２２重量％、特に２０重量％～２２重量％の結合水を含有す
る。
【０１３６】
　生態学的理由から使用を避ける必要がなければ、もちろん、ビルダー物質として一般に
知られているリン酸塩の使用も可能である。特に、オルトリン酸、ピロリン酸、とりわけ
トリポリリン酸の、ナトリウム塩が適当である。
【０１３７】
　洗剤または洗浄剤中に存在し得る有機ビルダーは、好ましくはナトリウム塩として使用
される、ポリアクリル酸塩およびアクリル酸／マレイン酸コポリマー、ポリアスパラギン
酸塩のようなポリカルボン酸塩ポリマー、並びにクエン酸塩、グルコン酸塩、コハク酸塩
またはマロン酸塩のような単量体ポリカルボン酸塩を包含する。
【０１３８】
　漂白剤として使用され得、水中でＨ２Ｏ２を供給する化合物のうち、過ホウ酸ナトリウ
ム四水和物および過ホウ酸ナトリウム一水和物が特に重要である。他の利用可能な漂白剤
は、例えば、過炭酸ナトリウム、ペルオキシピロリン酸塩、クエン酸塩過水和物、および
過安息香酸塩、ペルオキソフタル酸塩、ジペルアゼライン酸、フタロイミノ過酸またはジ
ペルドデカン二酸のようなＨ２Ｏ２を発生する過酸塩または過酸を包含する。
【０１３９】
　６０℃以下の温度で洗う際に改善された漂白効果を達成するため、漂白活性剤を洗剤ま
たは洗浄剤に配合することもできる。使用され得る漂白活性剤は、過加水分解条件下で、
好ましくは１～１０個の炭素原子、特に２～４個の炭素原子を含有する脂肪族ペルオキソ
カルボン酸、および／または場合により置換されていてよい過安息香酸を生じる化合物を
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包含する。上記した数の炭素原子のＯ－および／またはＮ－アシル基、および／または場
合により置換されていてよいベンゾイル基を含有する物質が適当である。ポリアシル化ア
ルキレンジアミン、特にテトラアセチルエチレンジアミン（ＴＡＥＤ）、アシル化トリア
ジン誘導体、特に１，５－ジアセチル－２，４－ジオキソヘキサヒドロ－１，３，５－ト
リアジン（ＤＡＤＨＴ）、アシル化グリコールウリル、特にテトラアセチルグリコールウ
リル（ＴＡＧＵ）、Ｎ－アシルイミド、特にＮ－ノナノイルスクシンイミド（ＮＯＳＩ）
、アシル化フェノールスルホネート、特にｎ－ノナノイルまたはイソノナノイルオキシベ
ンゼンスルホネート（ｎ－および／またはイソ－ＮＯＢＳ）、無水カルボン酸、特に無水
フタル酸、アシル化多価アルコール、特にトリアセチン、エチレングリコールジアセテー
トおよび２，５－ジアセトキシ－２，５－ジヒドロフランが好ましい。
【０１４０】
　通常の漂白活性剤に加えてまたは代えて、いわゆる漂白触媒を洗剤または洗浄剤に配合
することもできる。これらの物質は、漂白を増強する遷移金属塩および／または遷移金属
錯体、例えば、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、ＲｕまたはＭｏの塩錯体またはカルボニル錯体である
。窒素含有三脚型配位子を有するＭｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｒｕ、Ｍｏ、Ｔｉ、ＶおよびＣｕの
錯体、並びにＣｏ、Ｆｅ、ＣｕおよびＲｕのアンミン錯体を、漂白触媒として使用するこ
ともできる。
【０１４１】
　洗剤または洗浄剤は、洗剤または洗浄剤中に、カプセル化形状でおよび／または直接、
酵素を含有してもよい。酵素は、特に、ヒドロラーゼ種のもの、例えばプロテアーゼ、エ
ステラーゼ、リパーゼおよび／または脂肪分解酵素、アミラーゼ、セルラーゼおよび／ま
たは他のグリコシルヒドロラーゼ、ヘミセルラーゼ、クチナーゼ、β－グルカナーゼ、オ
キシダーゼ、ペルオキシダーゼ、マンナナーゼ、ペルヒドロラーゼおよび／またはラッカ
ーゼ、並びに上記酵素の混合物を包含し得る。これらのヒドロラーゼは全て、洗濯中、汚
れ（例えば、タンパク質、脂肪またはデンプンを含有する汚れ）の除去およびグレーイン
グに対して寄与する。セルラーゼおよび他のグリコシルヒドロラーゼは、また、ピリング
および微小繊維の除去に寄与して変色を防ぎ、布地の柔らかさを増すこともできる。オキ
シリダクターゼもまた、漂白に対して、および／または色移り阻害に対して、寄与できる
。
【０１４２】
　枯草菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、バチルス・リケニホルミス（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ストレプトミセス・グリセウス（Ｓｔｒｅ
ｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇｒｉｓｅｕｓ）およびフミコラ・インソレンス（Ｈｕｍｉｃｏｌａ
　ｉｎｓｏｌｅｎｓ）のような細菌株または真菌から得られる酵素活性成分が、特に適当
である。サブチリシンタイプのプロテアーゼ、特にバチルス・レンタス（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｌｅｎｔｕｓ）から得られるプロテアーゼが、本発明での使用に好ましい。酵素混合
物、例えば、プロテアーゼとアミラーゼとの酵素混合物、またはプロテアーゼとリパーゼ
もしくは脂肪分解酵素との酵素混合物、またはプロテアーゼとセルラーゼとの酵素混合物
、またはセルラーゼとリパーゼもしくは脂肪分解酵素との酵素混合物、またはプロテアー
ゼとアミラーゼとリパーゼもしくは脂肪分解酵素との酵素混合物、またはプロテアーゼと
リパーゼもしくは脂肪分解酵素とセルラーゼとの酵素混合物、特にプロテアーゼおよび／
またはリパーゼ含有混合物もしくは脂肪分解酵素含有混合物が特に興味深い。そのような
脂肪分解酵素の例は、既知のクチナーゼを包含する。また、ペルオキシダーゼまたはオキ
シダーゼも一部のケースでは適当であることが証明されている。適当なアミラーゼは、特
に、α－アミラーゼ、イソアミラーゼ、プルラナーゼおよびペクチナーゼを包含する。好
ましくは、セロビオヒドロラーゼ、エンドグルカナーゼ、およびセロビアーゼとしても知
られているβ－グルコシダーゼ、および／またはそれらの混合物も、セルラーゼとして使
用する。様々なタイプのセルラーゼは、それらのＣＭＣアーゼ活性およびアビセラーゼ活
性によって異なっているため、所望の活性は、セルラーゼの的を絞った混合により確立す
ることができる。
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【０１４３】
　酵素は、早期分解から酵素を守るために、担体物質上に吸着されていてよい。洗剤また
は洗浄剤中に直接含まれている酵素または酵素顆粒の量は、例えば、約０．０１重量％～
５重量％、好ましくは０．１２重量％～２．５重量％であり得る。
【０１４４】
　しかしながら、例えばアレルギーおよび／または敏感肌の消費者向けの特殊な洗剤また
は洗浄剤の場合、洗剤または洗浄剤は酵素を含有しないことが好ましい場合もある。
【０１４５】
　１つの態様では、洗剤または洗浄剤は、場合により、必要ならば、通常１０重量％まで
、好ましくは０．５重量％～７重量％、特に１重量％～３重量％の量で、１種以上の香料
を含有してよい。使用される香料の量もまた、洗剤または洗浄剤の種類に依存する。しか
しながら、香料が、布地柔軟化組成物を介して洗剤または洗浄剤に添加されることが特に
好ましい。しかしながら、洗剤または洗浄剤が、布地柔軟化組成物を介しては洗剤または
洗浄剤に添加されていない香料を含有することも可能である。
【０１４６】
　洗剤または洗浄剤の審美的印象を改善するために、それらを、適当な染料で（場合によ
り一部分だけでも）着色できる。当業者にとってその選択が問題とはならない、好ましい
染料は、貯蔵中に高い安定性を有し、洗剤または洗浄剤の他成分および光に対して非感受
性であり、布地繊維に対してそれらを汚さないように著しい直接性を有さない。
【０１４７】
　例えば、場合により担体材料に適用されていてもよい、石鹸、パラフィン、またはシリ
コーン油を、抑泡剤として考慮することができる。
【０１４８】
　適当な、「再付着防止剤」としても知られている汚れ分離ポリマーは、例えば、非イオ
ン性セルロースエーテルに各々基づいて１５重量％～３０重量％のメトキシ基含有量およ
び１重量％～１５重量％のヒドロキシプロピル基含有量を有する、メチルセルロースおよ
びメチルヒドロキシプロピルセルロースのような非イオン性セルロースエーテル、並びに
従来技術から既知のフタル酸および／またはテレフタル酸のポリマーおよび／またはそれ
らの誘導体、特に、エチレンテレフタレートおよび／またはポリエチレンおよび／または
ポリプロピレングリコールテレフタレートのポリマー或いはそれらのアニオン的および／
または非イオン的変性誘導体を包含する。適当な誘導体は、フタル酸ポリマーおよびテレ
フタル酸ポリマーのスルホン化誘導体を包含する。特に綿含有布地に対する、適当な汚れ
分離ポリマーの別の種類は、変性ポリアミン、例えば、アルコキシル化および／または四
級化および／または酸化ポリアミンを包含する。ポリアミンは、例えば、ポリエチレンア
ミンのようなポリアルキレンアミン、またはポリエチレンイミンのようなポリアルキレン
イミンを包含する。この種の汚れ分離ポリマーの好ましい例は、エトキシル化ポリエチレ
ンイミンおよびエトキシル化ポリエチレンアミンを包含する。
【０１４９】
　処理される布地のグレーイングおよび黄ばみを除去するため、蛍光増白剤（いわゆる「
増白剤」）を洗剤または洗浄剤に添加してもよい。これらの物質は、繊維上に吸収され、
不可視紫外線をより長波長の可視光に転換することによって増白効果および擬似漂白効果
を招き、太陽光から吸収された紫外線が、やや青みを帯びた蛍光として放射され、グレー
イングおよび／または黄ばみを生じた洗濯物の黄色い色調と合わさると、純白をもたらす
。適当な化合物は、例えば、４，４’－ジアミノ－２，２’－スチルベンジスルホン酸（
フラボン酸）、４，４’－ジスチリルビフェニレン、メチルウンベリフェロン、クマリン
、ジヒドロキノリノン、１，３－ジアリールピラゾリン、ナフタール酸イミド、ベンゾオ
キサゾール系、ベンゾイソオキサゾール系およびベンズイミダゾール系、並びに複素環置
換基含有ピレン誘導体の物質類から得られる。蛍光増白剤は、通常、最終の洗剤または洗
浄剤に基づいて、０重量％～０．３重量％の量で使用される。
【０１５０】
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　グレーイング阻害剤は、溶液中に浮遊している繊維から放出された汚れを保持する役割
を果たし、それによって汚れの再吸着を防ぐ。そうするためには、通常有機起源の、水溶
性コロイドが適当であり、その例は、糊、ゼラチン、デンプンまたはセルロースのエーテ
ルスルホン酸の塩、或いはセルロースまたはデンプンの酸性硫酸エステルの塩である。酸
性基含有水溶性ポリアミドも、この目的に適している。更に、上記したもの以外に、可溶
性デンプン調製品、および他のデンプン製品も使用でき、その例は、分解デンプン、アル
デヒドデンプンなどである。ポリビニルピロリドンも使用できる。しかしながら、カルボ
キシメチルセルロース（Ｎａ塩）、メチルセルロース、ヒドロキシアルキルセルロースの
ようなセルロースエーテル、メチルヒドロキシエチルセルロース、メチルヒドロキシプロ
ピルセルロース、メチルカルボキシメチルセルロースのような混合エーテル、およびそれ
らの混合物も、洗剤または洗浄剤に基づいて０．１重量％～５重量％の量で、好ましく使
用される。
【０１５１】
　染色された布地を洗うおよび／または洗浄する間、染料の放出および／または染料の他
の布地への転移を有効に抑制するため、洗剤または洗浄剤は、色移り阻害剤を含有し得る
。色移り阻害剤が、ビニルピロリドンおよび／またはビニルイミダゾールのような環状ア
ミンのポリマーまたはコポリマーであることが好ましい。色移り阻害剤として適している
ポリマーは、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、ポリビニルイミダゾール（ＰＶＩ）、ビ
ニルピロリドンおよびビニルイミダゾールのコポリマー（ＰＶＰ／ＰＶＩ）、ポリビニル
ピリジンＮ－オキシド、ポリ－Ｎ－カルボキシメチル－４－ビニルピリジウムクロリド、
およびそれらの混合物を包含する。ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、ポリビニルイミダ
ゾール（ＰＶＩ）、またはビニルピロリドンおよびビニルイミダゾールのコポリマー（Ｐ
ＶＰ／ＰＶＩ）が、色移り阻害剤として特に好ましく使用される。好ましく使用されるポ
リビニルピロリドン（ＰＶＰ）は、２，５００～４００，０００の平均分子量を有し、PV
P K 15、PVP K 30、PVP K 60またはPVP K 90としてISP Chemicals社から、或いはSokalan
（登録商標）HP 50またはSokalan（登録商標）HP 53としてBASF社から、商業的に入手可
能である。使用されるビニルピロリドンおよびビニルイミダゾールのコポリマー（ＰＶＰ
／ＰＶＩ）は、好ましくは、５，０００～1００，０００の範囲に分子量を有する。商標
名Sokalan（登録商標）HP 56で入手可能なBASF社製ＰＶＰ／ＰＶＩコポリマーも、商業的
に入手可能である。
【０１５２】
　洗剤または洗浄剤の合計量に基づいた色移り阻害剤の量は、好ましくは０．０１重量％
～２重量％、特に０．０５重量％～１重量％、より好ましくは０．１重量％～０．５重量
％である。
【０１５３】
　しかしながら、代わりに、ペルオキシダーゼを含む酵素系および過酸化水素および／ま
たは水中で過酸化水素を生じる物質も、色移り阻害剤として使用できる。この場合、ペル
オキシダーゼの伝達物質化合物、例えばアセトシリンゴン、フェノール誘導体、またはフ
ェノチアジン或いはフェノキサジンを添加することが好ましく、それによって、上記した
重合体色移り阻害剤も、併せて使用できる。
【０１５４】
　布地、特にレーヨン、スパンレーヨン、綿およびそれらの混紡物から製造された布地は
、個々の繊維が、繊維方向と直角の曲げ、折れ、押しつぶしおよび挟みに敏感であるため
、しわになりやすいので、洗剤または洗浄剤は、合成しわ防止剤を含有し得る。それらは
例えば、通常エチレンオキシドと反応された、脂肪酸、脂肪酸エステル、脂肪酸アミド、
脂肪アルキロールエステル、アルキロールアミドまたは脂肪アルコールに基づいた合成品
、或いはレシチンまたは変性リン酸エステルに基づいた生成物を包含する。
【０１５５】
　微生物に対抗するため、洗剤または洗浄剤は、抗菌スペクトルおよび作用機構によって
静菌剤および殺菌剤、静真菌剤および殺真菌剤などに区別されている抗菌活性成分を含有
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することができる。これらのグループからの重要な物質は、例えば、塩化ベンザルコニウ
ム、アルキルアリールスルホネート、ハロフェノールおよび酢酸フェニル水銀を包含する
が、これらの化合物は、本発明の洗剤または洗浄剤から全く除外されていてもよい。
【０１５６】
　本発明の洗剤または洗浄剤は、防腐剤を含有してもよいが、好ましくは、皮膚を敏感に
させる可能性をほとんどまたは全く有さない防腐剤しか使用されない。その例は、ソルビ
ン酸およびその塩、安息香酸およびその塩、サリチル酸およびその塩、フェノキシエタノ
ール、３－ヨード－２－プロピニルブチルカルバメート、Ｎ－（ヒドロキシメチル）グリ
シン酸ナトリウム、ビフェニル－２－オールおよびそれらの混合物を包含する。適当な防
腐剤は、７までのｐＨ範囲で使用され得る、ジアゾリジニル尿素、安息香酸ナトリウムお
よびソルビン酸カリウムの組み合わせの溶媒不含有水溶液（Schuelke & Mayr社からEuxyl
（登録商標）K 500として入手可能）である。
【０１５７】
　洗剤または洗浄剤は、酸素および他の酸化過程の影響による洗剤または洗浄剤および／
またはそれらで処理された布地における望ましくない変化を防ぐために、酸化防止剤を含
有してもよい。この種の化合物は、例えば、置換フェノール、ヒドロキノン、ピロカテコ
ールおよび芳香族アミン、並びに有機スルフィド、ポリスルフィド、ジチオカルバメート
、ホスファイト、ホスホネートおよびビタミンＥを包含する。
【０１５８】
　洗剤または洗浄剤に添加される帯電防止剤の更なる使用によって、着心地を良くするこ
とができる。帯電防止剤は表面伝導性を増し、従って、形成された電荷の消失を促進する
。外部帯電防止剤は、通常、少なくとも１個の親水性分子配位子を含有する物質であり、
表面上に多かれ少なかれ含水膜を形成する。通常表面活性である、これらの帯電防止剤は
、窒素含有帯電防止剤（アミン、アミド、第四級アンモニウム化合物）、リン含有帯電防
止剤（リン酸エステル）、およびイオウ含有帯電防止剤（アルキルスルホネート、アルキ
ルスルフェート）に細分され得る。ラウリル－（および／またはステアリル）ジメチルベ
ンジルアンモニウムクロリドが、布地用帯電防止剤として、および／または洗剤または洗
浄剤への添加剤として適しており、仕上げ効果も達成される。
【０１５９】
　処理された布地の再湿潤性を向上するため、そして処理された布地のアイロンがけを容
易にするため、例えばシリコーン誘導体を、洗剤または洗浄剤に使用することができる。
シリコーン誘導体は更に、それらの抑泡特性によって、洗剤または洗浄剤の濯ぎ挙動を改
善する。好ましいシリコーン誘導体は、例えば、それらのアルキル基が１～５個の炭素原
子を含有し、部分的または全体的にフッ素化されている、ポリジアルキルシロキサンまた
はアルキルアリールシロキサンを包含する。好ましいシリコーンは、必要に応じ誘導体化
されていてもよく、アミノ官能化または四級化されており、および／またはＳｉ－ＯＨ、
Ｓｉ－Ｈおよび／またはＳｉ－Ｃｌ結合を含有する、ポリジメチルシロキサンを包含する
。好ましいシリコーンの粘度は、２５℃で１００ｍＰａｓ～１００，０００ｍＰａｓの範
囲であり、それによって、シリコーンは、洗剤または洗浄剤全体に基づいて、０．２重量
％～５重量％の量で使用され得る。
【０１６０】
　最後に、洗剤または洗浄剤は、処理された布地上に吸収され、繊維の耐光性を改善する
、紫外線吸収剤を含有してもよい。これら所望の特性を有する化合物は、例えば、無放射
失活によって活性となる、２位および４位に置換基を含有するベンゾフェノンの化合物お
よび誘導体を包含する。更に、置換ベンゾトリアゾール、場合により２位にシアノ基を含
有していてよい３位にフェニル置換基を含有するアクリレート（桂皮酸誘導体）、サリチ
レート、有機Ｎｉ錯体、並びにウンベリフェロンおよび内因性ウロカニン酸のような天然
物質を包含する。
【０１６１】
　ある種の洗剤成分の重金属触媒による分解を回避するため、重金属を錯化する物質を使
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用できる。適当な重金属錯化剤は、例えば、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）のアル
カリ金属塩、またはニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）のアルカリ金属塩、並びにポリマレエート
およびポリスルホネートのようなアニオン性高分子電解質のアルカリ金属塩を包含する。
【０１６２】
　好ましい種類の錯化剤は、０．０１重量％～２．５重量％、好ましくは０．０２重量％
～２重量％、特に０．０３重量％～１．５重量％の量で好ましい洗剤または洗浄剤中に存
在するホスホネートである。これらの好ましい化合物は、特に、１－ヒドロキシエタン－
１，１－ジホスホン酸（ＨＥＤＰ）、アミノトリ（メチレンホスホン酸）（ＡＴＭＰ）、
ジエチレントリアミンペンタ（メチレンホスホン酸）（ＤＴＰＭＰおよび／またはＤＥＴ
ＰＭＰ）、および２－ホスホノブタン－１，２，４－トリカルボン酸（ＰＢＳ－ＡＭ）の
ような有機ホスホネートを包含し、これらは通常、それらのアンモニウム塩またはアルカ
リ金属塩の形態で使用される。
【０１６３】
　更に、硫酸ナトリウムまたは炭酸ナトリウムのような中性充填材塩が、固体状洗剤また
は洗浄剤中に存在してもよい。
【０１６４】
　本発明の洗剤または洗浄剤は、特に、布地を洗浄およびコンディショニングするために
使用され得る。
【０１６５】
　本発明の洗剤または洗浄剤を製造するため、まず、洗剤または洗浄剤を、例えば、乾燥
工程、混合工程、圧縮工程、成形工程および／または後の感熱成分の添加（後添加）を含
む既知の方法に従って、布地ケア化合物を使用せずに製造する。次いで、得られた生成物
を固体状布地ケア組成物と混合する。洗剤または洗浄剤タブレットを製造するため、この
混合工程に、更なる圧縮および／または成形工程が続いてもよい。
【実施例】
【０１６６】
　表１は、本発明の布地ケア組成物Ｅ１～Ｅ４を示す。
【０１６７】

【表１】

【０１６８】
　布地ケア組成物Ｅ１を、３つの代替法に従って製造した。
【０１６９】
　製造方法Ａに従って布地ケア組成物Ｅ１を製造するため、４０００の平均分子量を有す
るポリエチレングリコール（ＰＥＧ　４０００）を溶融し、その溶融体に、香料、布地ケ
アクレイおよび染料を添加した。次いで、着色された溶融体をＮａＣｌ結晶の上に注いだ
。
【０１７０】
　製造方法Ｂに従って布地ケア組成物Ｅ１を製造するため、ＮａＣｌ結晶を布地柔軟化ク
レイと混合した。４０００の平均分子量を有するポリエチレングリコール（ＰＥＧ　４０
００）を溶融し、その溶融体に、香料および染料を添加した。次いで、着色された溶融体
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を被覆されたＮａＣｌ結晶の上に注いだ。
【０１７１】
　製造方法Ｃに従って布地ケア組成物Ｅ１を製造するため、４０００の平均分子量を有す
るポリエチレングリコール（ＰＥＧ　４０００）を溶融し、その溶融体に、香料および染
料を添加した。次いで、着色された溶融体をＮａＣｌ結晶の上に注ぎ、被覆されたＮａＣ
ｌ結晶にベントナイト粉をまぶした。
【０１７２】
　布地ケア組成物Ｅ２～Ｅ４もまた、３つの代替製造法Ａ～Ｃに従って各々製造した。
【０１７３】
　布地ケア組成物Ｅ１～Ｅ４は、製造方法に拘わらず、水との接触時に非常に良好な溶解
挙動を有し、水と比較して、それらで処理された布地に対して柔軟化効果を有していた。
更に、布地ケア組成物Ｅ１～Ｅ４は、水の硬度を低下することができた。その測定を、「
総合硬度試験」（Merck社）用の試験スティックを用い、製造業者の指示に従って実施し
たところ、例えば、使用した水の硬度が、布地ケア組成物の添加によって２３°ｄＨ（ド
イツ硬度）から１８°ｄＨに低下することが示された。
【０１７４】
　従来の液体状布地柔軟剤（布地を柔軟化するジエステルクォート含有量：１５重量％）
と、製造方法Ｃに従って製造された固体状布地ケア組成物Ｅ２の芳香強度を比較するため
、テリークロス布を、洗濯機（Miele Novotronic W 985）で、一方では、ある固体状市販
洗剤（比較例１）でのみ処理し、もう一方では、同じ固体状洗剤と従来の布地柔軟剤（比
較例２）とで処理し、そして他方では、同じ洗剤と固体状布地ケア組成物Ｅ２とで処理し
た。吊して乾燥した後、芳香強度を測定した。
【０１７５】
【表２】

評価：０＝弱い～４＝強い
評価を実施した人数：７人
【０１７６】
　固体状布地ケア組成物Ｅ２は、特に湿潤した洗いたての洗濯物について、従来の布地柔
軟剤（比較例２）よりずっと強い芳香強度を有していた。
【０１７７】
　また、本発明の布地ケア組成物は、水と比較して柔軟化効果を有していた。処理および
吊し乾燥後、水および／または（製造方法Ｃに従って製造された）布地ケア組成物Ｅ２で
処理された布地を、５人の識者が触って、評価した（評価：０＝硬い～５＝非常に柔らか
い）。水だけで処理された布地が１．９の値を受けたのに対し、布地ケア組成物Ｅ２で処
理された布地は２．５の値を有していた。
【０１７８】
　本発明の洗剤または洗浄剤を製造するため、芳香を放たない固体状洗剤または洗浄剤を
、（最終洗剤または洗浄剤の合計量に基づいて）１０重量％の布地ケア組成物Ｅ２と混合
した。
【０１７９】
　本発明の洗剤または洗浄剤は、良好な洗浄特性およびコンディショニング特性を有して
いた。
【０１８０】
　布地ケア化合物を独立して使用した場合、または洗剤または洗浄剤に添加した場合のい
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スペンサーに堆積物／残留物は観察されなかった。
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